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２月は各学年で授業参観が行われました。どの学年も学習発表会の形式で行われていましたが、低学年で

は教科書の教材をもとにした音読劇を発表していました。ある１年生が授業参観の日の朝、すごく楽しみな

んだと嬉しそうに話してくれました。きっとその子は、教材を何回も読み込み、登場人物の行動や気持ちを想

像した読み方を見つけ、堂々と音読したのでしょう。 

 先日テレビで昭和歌謡の歌詞についての話をしていました。令和の６８０に対して昭和は３０９。これは 1曲

の歌詞の文字数だそうです。この違いを、「現代の人たちは情報が豊富だからこそいろいろと説明の語がつ

くのだろう、対して昭和の歌詞は少ない語で情景を想像するのではないか」と話す、ゲストのコメントがとて

も印象的でした。確かに昭和の時代は携帯電話などなかったので、素早く多くの情報を取ることはできませ

んでした。人と待ち合わせをするときには、時間と場所をしっかりと確認し、待ち合わせ時刻に相手が来なけ

れば、どうしたんだろう…大丈夫かしら…といろいろな想像をしたものでした。 

 私がよく見るテレビ番組の一つに、ゲストがお題に対する俳句を詠み、それを講師が添削するものがあり

ます。17 音という少ない語の中で自分の思いを表現し、読み手が想像する余地を残すという講師の言葉は

毎回ぶれることはありません。素晴らしい作品や講師が手直しした作品は、情景が浮かび、そこにいる人物

の動きや気持ちが伝わってきます。限られた文字数だからこそ言葉選びがとても重要です。 

 情報があふれ、多種多様な考え・行動がみられる現在だからこそ多くの言葉を使い、正確に物事を伝えるこ

とが当たり前になっているのかもしれません。それゆえに、昭和歌謡の歌詞のように言葉から想像すること

に魅力を感じるのでしょうか。正確に情報を伝える言葉選びはとても大切ですが、ときには相手に思いを想

像してもらう余裕も持ちたいです。 

  学校は令和５年度の最終月に入ります。６年生はいよいよ卒業です。巣立っていく６年生にどんな言葉を

贈ろうか、思案しているところです。 

 

 ２月 2７日の児童朝会で、新旧児童会運営委員の挨拶がありました。旧役員の６年生から

は、活動して感じたことや自身の成長について、新役員からは、学校を笑顔あふれる楽しい

学校にしていくという決意が話されました。全校児童も真剣に話を聞いていて、自分たち

の学校を自ら作るんだという思いがあふれ、頼もしく感じられました。 

 

伝える 
校 長    寺山 智子 
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日 曜 予 定 

１ 金 

【普通日課 5 校時】1 年～5 年  

６年光丘中学校見学（5 校時～） 

さよなら 6 年生（朝～1 校時） 

ロング昼休み 

２ 土  

３ 日  

４ 月  

５ 火 
【普通日課 5 校時】  

寺プロ 1 年 

６ 水 集金日 

７ 木 【普通日課 5 校時】  

８ 金  

９ 土  

１０ 日  

１１ 月 シェイクアウト訓練 

１２ 火 チャレプロ 2 年 

１３ 水  

１４ 

木 【普通日課 4 校時】1 年～4 年 

 

６年卒業式予行（５，６年） 

１５ 
金 光丘中学校出前授業（6 校時） 

代表委員会 ロング昼休み 

１６ 土  

１７ 日  

１８ 

月 【普通日課 4 校時】1 年～4 年、6 年 

5 年卒業式準備（5 校時） 

お別れ式（朝） 

１９ 
火 第 67 回卒業証書授与式 

【1 年～４年】自宅で家庭学習 

２０ 水 春分の日 

２１ 
木 【短縮日課 4 校時】 

大掃除（3 校時）     

２２ 金 【短縮日課 4 校時】   

２３ 土  

２４ 日  

２５ 
月 【普通日課 3 校時】 

修了式・お別れ式    
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